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講義内容 : 

 安価な地震観測装置が開発され，フリーのインターネット回線を利用したデータ伝送も行え

るようになったことから，将来，地震観測点数を現在の 10 倍程度に増やすことも可能であると思われ

る．しかし，観測点数を 10 倍に増やすとＰ波，Ｓ波読み取り量も 10 倍になり，データ解析が困難にな

る．このため，Ｐ波とＳ波とを極めて正確に読み取ることができる自動処理システムの開発が不可欠

である．従来開発されているＰ波，Ｓ波自動読み取りシステムは，統計的・数学的手法を用いたもの

であるが，精度が十分でなく，現在も多くのオペレータによる読み取りが行われている．我々は，地

震の専門家のノウハウを組み込んだ自動処理システムの開発を行い，人間以上に高精度の自動読

み取りプログラムを開発できる可能性があることを示した．また，オペレータによる多数の読み取り

データを用いて，読み取りプログラムのパラメータチューニングを行う，新しい手法を開発した．講演

では、それについて紹介する。 

 


